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※本学のロゴマークは、本学のブランディングおよび一貫したイメージ発信を目的とし、

　外部に向けて発行・提示される印刷物、デジタルメディア、各種制作物において使用します。

法人事務局経営企画部までご相談ください



プロセス印刷には表現の限界があるため、あくまで近似値として位置付けています。

特色ではコート紙・マット紙などの紙質の違いで色の再現性に多少の違いが出ることがありますので、

その際はDICのカラーチップを色見本として、できるだけ指定色に近づけるようにしてください。

また、グッズやユニフォーム、塗装などスクールカラーと同一の色が困難な場合、近似値のカラーを使用してください。

スクールカラー（メインカラー）

P. 5

R:00 / G:00 / B:00
C:00 / M:00 / Y:00 / K:100　
DIC:582



R:255 / G:225 / B:00
C:00 / M:10 / Y:100 / K:00
Opacity:100%

R:255 / G:241 / B:83
C:00 / M:00 / Y:80 / K:00
Opacity:80%

R:255 / G:244 / B:133
C:00 / M:00 / Y:60 / K:00
Opacity:60%

R:255 / G:248 / B:178
C:00 / M:00 / Y:40 / K:00
Opacity:40%

P. 6

スクールカラー
［ デザイン基本色 ］

GUNMA MIRAI Univ. VI MANUAL 
ぐんま未来大学ヴィジュアルアイデンティティマニュアル

スクールカラーは、デザイン作業において下記のカラー段階で使用可能です。

透過する場合は、スクールカラーの不透明度で指定してください。

※スクールカラーの透明度を変更して使用する際には、使用方法について事前に法人事務局 経営企画部へご相談ください。



各学科のカラーは、スクールカラーを生かすために下記のカラーに統一します。

学科カラーは、大学案内等のように複数学科が並列して掲載される媒体において、

各学科を識別・区別する目的で使用するものとします。

そのため、学科単体で展開する広報物・制作物においては、原則としてスクールカラーを使用してください。

P. 7

スクールカラー
［ 各学科基本色 ］

R:246 / G:197 / B:196
C:00 / M:30 / Y:15 / K:00

R:207 / G:232 / B:182
C:25 / M:00 / Y:40 / K:00

R:177 / G:227 / B:224
C:40 / M:00 / Y:15 / K:00

【看護学科】

【栄養学科】

【アート・デザイン学科】



シンボルマーク（カラー） シンボルマーク（モノクロ）

P. 8



R:00 / G:00 / B:00
C:00 / M:00 / Y:00 / K:100　
DIC:582

P. 9



P. 10



P. 11



P. 12



P. 13



P. 14

ブランドマーク基本の組み合わせ
［ 欧文タイプ ｜ 中央組 ］

GUNMA MIRAI Univ. VI MANUAL 
ぐんま未来大学ヴィジュアルアイデンティティマニュアル



7段階 比較的滑らかで、緩やかな変化を表現したい場合

4段階
色の境界がはっきりするため、グラデーションの強調や、
表現の制限が厳しい媒体（シルク印刷など）で視認性を確保したい場合

印刷方式や素材の制限により、滑らかなグラデーションの再現が困難な場合は、

以下の通りベタ色による段階表現を代替案として検討してください。

これは、段階的に濃度を変えたベタ色を並べることで、疑似的な階調を表現する手法です。

P. 15

グラデーションの代替表現への移行 GUNMA MIRAI Univ. VI MANUAL 
ぐんま未来大学ヴィジュアルアイデンティティマニュアル

【ベタ色による段階表現①】



7段階

4段階

P. 16

グラデーションの代替表現への移行 GUNMA MIRAI Univ. VI MANUAL 
ぐんま未来大学ヴィジュアルアイデンティティマニュアル

【ベタ色による段階表現②】
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P. 21



R:00 / G:00 / B:00
C:00 / M:00 / Y:00 / K:100　
DIC:582

P. 22



P. 23



P. 24



P. 25
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